
 

私たちは待降節を迎えます 

髙橋 聡 神父

教皇様の特別な意向のこもったシノド

スの第一会期が終わりました。 

私たちもこのたび、シノドス的歩みをす

るように招かれましたが、(それは共に歩

むということでした)それは、教会を生か

してきた一つの側面であり、もっとも大切

な点であり、唯一不可欠の条件でもある愛

の精神を思い出させることになったので

す。 

教皇様はそのため隣人愛について、会

期末の説教で触れられました。 

 ところで聖パウロは、愛は清い心と正

しい良心と純真な信仰から生じるといっ

ています。(1 テモテ 1：5) 

これらのものが、教会においては、とり

わけ、悪口や批判によって、台無しにされ

ていきます。 

私自身がこれまで不用意に、悪口、批判

を口にしたことで、多大な損害を教会と信

徒に与えてしまいました。 

もうこれ以上、この悪が広がらないよう

に、心から願っています。これは、私の願

いではなく、イエズス様の願いです。(まず

私自身が、これに反していたことを悔い改

め、そして従わなければなりません) 

シノドス的歩み、その精神を生きたいの

であれば、この悪口、批判の不用意な発言

には、細心の注意を払っていかなければな

らないことは、明らかです。 

これらの発言から、つまずき、疑い、不

信仰、差別、分裂、傷などが生じ、とても

共に歩むなどということは、不可能になっ

てしまうのではないでしょうか。 

私たちが迎える、待降節そして四旬節に

おいて、回心の機会が与えられるとき、こ

の点に関して、充分な良心の究明がなされ

ることが期待されます。 

教会の帰り道に、仲間の信者で喫茶店な

どによって、神父や信者の悪口に花を咲か

せるなどのことは、もし本当にあるとした

ら、(ないと思いますが)、今、いただいた、

イエズス様(ご聖体)を最も悲しませる行

いとなります。 

そしてシノドス的精神に生きていない

ということになります。 

これを書きながら、まず、私自身が悔い

改めなければならないと思います。 

次のシノドス第二会期(2024 年 10

月)を迎えるまでに、これらの悪い習慣か

ら、脱却するように努めましょう。 

私たちの教会が愛によって完成される

ことが、ミサのたびに御父に願われていま

す。この願いが、わたしたちのうちで、実

現していきますように。 
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神の摂理に導かれて....(1) 

 

一人の巡礼者から明日サンタ・マリ

ア・デ・エウナテへ 行くかと尋ねられた

時、私は行かないと答えた。そこへ行く

には約 5 キロも迂回しなければならず、

足がとても痛かったからである。この聖

堂は私が初めて聞くものだった。 

翌朝、道の反対側に見える小聖堂に導

かれるように向かった。障子のような白

い窓から差し込む弱い穏やかな光に私は

深く感動した。今まで見てきたどんな壮

大な大聖堂よりも、この素朴な小聖堂が

とても気に入り、しばらくとどまった。 

目的地のプエンタ・ラ・レイナが近づ

くと、足の裏の痛みが再び私を悩ませ始

めた。近くに聖堂が見えたのでそちらに

向かったが、門は閉まっていた。がっか

りして引き返そうとすると、小さなチラ

シが目に入った。「サンタ・マリア・デ・

エウナテ」についてのものだった。驚き

とともに神の導きだと思い、方向を変え

て歩き始めた。広大な畑の間の街路樹の

ない道を暑い真昼の太陽が照らしてい

た。どこを見渡しても人の姿は見えなか

った。 

この聖堂は集落の中ではなく野原の真

ん中にあった。八角形の建築様式が非常

に珍しく神秘的だった。大きい木製の扉

を開けたとき、私は再び驚いた。窓の様

式が朝見たあの小聖堂のものと同じだっ

たからだ。狭くて白い窓から差し込む弱

い光が心を落ち着かせた。祭壇の後に

は、小さな聖母子像があった。誰もいな

いこの場所に静かに佇んでいると、自分

の歩んできた人生の道が浮かんできた。 

私がカトリッ

ク信者になった

きっかけ、そし

て修道生活には

常に聖母マリ

アがいた。人

生を振り返る

と、自分の意

思ではなく、

摂理に導かれ

て生きてきたことがわかる。まるで今

日、二度も私を導いてくれたある力のよ

うに....。サンタ・マリア・デ・エウナテ

（寄稿）カミノ・デ・サンティアゴ 
～ 巡礼の旅（第 6 回） ～ 

オ・ソングン 
（Br.オー） 
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の聖母への祈りの中で新たに自分を捧げ

た。 

聖堂を出ると、巡礼の道を示す道標の

上に、誰かが置いていった登山靴があっ

た。それを見て私は聖地で靴を脱いだモ

ーセを思い出した。名残りを惜しみなが

らも、再び狭い野原を歩く巡礼者の足取

りは軽やかだった。 

（つづく） 
 

  
 

10 月 29 日 バザーが行われました 

        台湾料理のキッチンカー、島うどん、たくさんの物販。 

            多くの方々が来られて、ゆっくりと集い触れ合う良い機会に 

            なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 19 日 七五三のお祝い 

ミサの中で七五三のお祝いがありました。 

和やかな雰囲気のうちに行われました。 

ミサ後プレゼントが渡されました。 
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青少年委員会より 

こんにちは。青少年委員会の K です。前回はバザーを皆様の協力

をえて行う事が出来ました。ありがとうございました。さて次はク

リスマス会です。多く人が待ちに待っている御祝いですね。クリス

マスと言えば、神様が私たち人間に与えて下さったイエスキリスト

の誕生を祝います。存じていると思いますが、これは北須磨だけの

行事ではなく、全世界で祝われます。神様は私たちのために幼子キ

リストをお与えになりました。クリスマスは与える与えられ分かち

合う行事とも言われます。そのため私たちも、与え分かち合うこと

をしてみましょう。今回のクリスマス会の食事ですが自分の得意な

料理…ある店の美味しそうな物やお菓子やケーキなど提供出来る方

を募集いたします。何でも構いません。宜しくお願いいたします。

だいたい人数はおまかせします。 

 

クリスマスチャリティーコンサート 

2023 年 12 月 2 日（土） 

開場：12:30  開演：13:00 

場所：カトリック神戸中央教会主聖堂 

入場無料（支援カンパにご協力ください） 

※コンサート終了後、炊き出しがあります。 

・車でのご来場はご遠慮下さい 

・障がい者用の駐車は事前にお知らせ下さい 

＝ 主催：神戸地区社会活動委員会 ＝ 
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2023 年 12 月 典礼奉仕者表 

 

月日・主日 司式司祭 先唱者 聖書朗読 奉納 献金 聖体奉仕  

12/3（日）10 時 
Fr.高橋 T.H 

①Y.Y 
１地区 ２地区 

 待降節第１主日 ②T.O 

12/10（日）10 時 
Fr.中川 S.Y 

①T.M 
３地区 ４地区 

Y.N 

待降節第２主日 ②T.I K.H 

12/17（日）10 時 
Fr.高橋 M.Y 

①Y.M 
５地区 

６A 

地区  待降節第３主日 ②M.T 

12/24（日）10 時 
Fr.高橋 K.K 

①K.N ６B・７ 

地区 
１地区 

  待降節第４主日 ②N.H 

12/24（日）18 時半 
Fr.高橋 H.T 

①I.Y 
２地区 ３地区 

 主の降誕 夜半 ②M.T 

12/25（日）10 時 
Fr.中川 H.N 

①S.K 
４地区 ５地区 

S.N 

主の降誕 日中 ②M.S T.H 

12/31（日）10 時 
Fr.高橋 H.I 

①N.I ６A 

地区 

６B・７

地区  聖家族 ②H.Y 
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